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平成２０年７月
「情報化施工推進戦略」策定

建設施工の生産性向上、品質確保、安全性向上、熟練労働者不足への対応な
ど、建設施工が直面している諸課題に対応するＩＣＴ施工技術（情報化施工）の普及に向け
て、産学官の委員により構成する「情報化施工推進会議」を平成２０年２月２５日に設立し
ました。
本会議は、実施工での適用が進みつつある「情報化施工」が、通常の建設機械を用いた

従来の施工方法に代わる施工方法として広く普及することにより、建設施工のイノベー

ションを実現することを目的とし、情報化施工の普及に向けて克服すべき諸課題の解決
に向けた対応方針及びスケジュール、具体的な目標などについて検討を行い平成
２０年７月３１日に「情報化施工推進戦略」が策定されました。

情報化施工推進戦略
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建設ＩＣＴ導入研究会設立

■設立目的
建設事業全体においてICT（情報通信技術）を活用し、効率的かつ効果的な社会資本整

備を実現する。
生産性の向上、行政サービスの向上、現場技術力の強化

Ｈ２０．１１ 建設ICT導入研究会の設立

技術普及チーム

現場支援チーム

技術研究チーム

サテライト会員

プロジェクト会員会長：中部地方整備局長
副会長：中部地方整備局企画部長

マネジメント委員会

事 務 局

第三者的立場から導入技術の
評価、研究会の運営業課を行
う。

導入研究会の全体運営を行う。

建設ＩＣＴ導入研究会の構成 （２００８年１１月設立）

管理
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Ｈ２１ＩＣＴモデル工事導入技術数

ブルトーザ グレーダ Ａｓフィニッシャ ブルトーザ バックホウ

5 4 4 1 9 7 25 5 10 5 8 12 95

マシンコントロール（ＭＣ） マシンガイダンス（ＭＧ）
３Ｄ

スキャナー
合計

３Ｄの
導入

TS/GNSSを
用いた出来
形管理

ＩＣタグ
ローラ締固
め管理

現場映像
配信の活用

情報共有
システム

試験施工の実施状況

平成２１年度 中部地整 建設ＩＣＴ導入技術と導入数

中部地整
全体の約1/4

北海道開発局

東北地整

関東地整

北陸地整

中部地整

近畿地整

中国地整

四国地整

九州地整

３６

全国
１４７件

中部地整
全体の約1/4

北海道開発局

東北地整

関東地整

北陸地整

中部地整

近畿地整

中国地整

四国地整

九州地整

３６

全国
１４７件

中部 H21試験施工マップ
（建設ＩＣＴ導入研究会事務局作成）

中部地整 試験施工数
●Ｈ２１ 36工事実施
●Ｈ２２ 39工事（予定）（内33工事契約済）

中部地整のエリア

Ｈ２１中部地方整備局管内のほぼ全事務所で試験施工を実施

試験施工の状況

マシンコントロール（グレーダ）

試験施工の状況

ＧＰＳを用いた締固め管理技術

注）都道府県別の実施箇所を示しており、正確な施工箇所ではない。

全国 H21試験施工マップ
資料：情報化施工推進会議

－凡例－

道路

河川

砂防

その他

契約済 ／ 未契約
－凡例－

道路

河川

砂防

その他

契約済 ／ 未契約

Ｈ２１中部地方整備局管内のほぼ全事務所で試験施工を実施

※一工事において、複数の技術等を含むため、合計は36と成らない
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